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皆さん、こんにちは。本日は秋保会

長が欠席のため、代理挨拶を務めさせ

ていただきます。また、本日の例会は

故金会員の卓話で、先日、山県市で発

生した鳥インフルエンザについてと

その処理に関わった顛末の話等をお

聞きできるとのことですから、楽しみ

にしております。 

さて、本年は織田信長公が「岐阜」

に入城、命名して 450 年に当たるとい

うことで【岐阜市・信長公 450 プロジ

ェクト】として記念イベントが続々と

展開されています。まず、年明け早々

1 月 1 日の「岐阜城初日の出」から始

まり、4 月の道三まつりには「高橋英

樹さんトークショー」、また、「450 記

念特別シンポジウム」も先週末に開催

されました。今年 8 月 25 日に開催予

定の「第 31 回長良川薪能」も、この 

プロジェクトの一翼を担い、人間国宝

の観世流シテ方の梅若玄祥さんの出

演で、【敦盛】が選ばれました。「人間

50 年・・・」で始まる【敦盛】の一節

は、特に信長公が好んだとされ、桶狭

間の合戦の出陣にあたって、謡い舞っ

たと「信長公記」に記されています。 

ところで、この「敦盛」、実は能「敦

盛」にはこの一節はなく、「幸若舞」

という「能」の前身の中の一節です。

そこで、「幸若舞」について少しだけ

お話をいたします。「幸若舞」は越前

の桃井幸若丸が始祖といわれ、室町末

期、特に戦国大名に愛され、お役によ

る面・衣装はなく、小鼓の伴奏のみで

朗詠します。 

さて、この「幸若舞」についてのエ

ピソードを一つ。天正 10 年 4 月、宿

敵武田勝頼を滅ぼした信長は、安土城

に凱旋。駿河国を与えられた礼に徳川

家康が参内します。信長は家康饗応

のため、明智光秀に御馳走役を命じ、

光秀はそのお役に応えるため「幸若

舞」に幸若八郎九郎、「能」に丹波猿

楽の梅若太夫を配して・・ちなみに

丹波は光秀の所領・・演じさせます。

が、梅若太夫の出来が散々だったた

め、信長の逆鱗にふれ、激しい折檻

をされたといいます。 

そして、この事件が後年「本能寺の変」

にいたる遠因になった、ともいわれて

います。なお、「幸若舞」は、現在で

は福岡県のみで伝承されています。 

本日は「信長公 450 プロジェクト」

と「長良川薪能」の関連から「幸若舞」

についてお話をいたしました。ありが

とうございました。 

友情と奉仕の灯を 
スマイルボックス委員会 

故金正司君 

 今日は、卓話をさせていただきま

す。 

安澤嘉崇君 

①日曜日の清流マラソンで、昨年の

タイムを 1 分 20 秒更新しました。 

（1 時間 16 分 48 秒） 

②伊藤さん、レセプションに連れて

いっていただきありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

前 例 会 の 記 録 次 回 予 定 

  

 

 

平成 29 年 5 月 9 日(火) 

第1235回例会 第1153号

2016-17  RI テーマ 
人類に奉仕するロータリー 地元と海外の地域社会における 

独自のプロジェクトの実施を 

会 長 秋 保 賢 一 
幹 事 大 橋 哲 也 

発 行 公共イメージ委員会 

例 会 火曜日 12 時 30 分 
会 場 岐阜都ホテル 

事務局 岐阜市神田町 2-2 

電 話 058-264-9235 

[出席]会員総数30名（出席免除2名）

本日出席13名 50.00％ 

[行事] 卓話 

『鳥インフルエンザについて』 

 対話型出前講座 

 故金正司会員 

担当 社会奉仕委員会

 

第１２３４回 

平成２９年４月２５日(火) 

[点鐘] １２時３０分 

[ソング] 手に手つないで 

[ゲスト]  

[ビジター]  

 

第１２３６回 

平成２９年５月１６日(火) 

[点鐘] １２時００分 

[行事] 職場例会 

於『長良川うかいミュージアム』

担当 職業奉仕委員会

 

 

卓 話 

『鳥インフルエンザについて』 

卓話者 故金正司会員 

※卓話はホームページの卓話集へ

掲載予定です。 

岐阜中ロータリークラブ HP 

http://www.gifunaka.com/ 

 


